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 最近、飲用牛乳の消費量が落ちている。特に夏場にということを、よく耳にします。

確かに、あまり暑いとあっさりとした飲料の方が飲んだときスッとするので、牛乳に

は手がのびにくいのかも知れません。 

 私は牛乳にそのような思いを持っていましたが、平成２２年１２月７日、岡山県畜

産協会主催の「ふれあい牧場体験」に参加させて頂いたので、その時の感想を記載し

ます。                

 この牧場体験は最初、津山市志戸部の永禮牧場に行きました。牧場は少し小高い丘

にあり、周辺は結構民家が立ち並んでいました。臭いとか鳴き声のクレームがあるた

め、牧場はもっと人里離れた所にあるものと思っていたので、ちょっと驚きました。 

 牛への病気を予防するためナイロンの靴カバーをはいて牛舎に向かいました。私の

イメージでは牛はズラーッと一列につながれていると思っていたのですが、広いスペ

ースに思い思いの格好でゆったりと（私にはそう見えました）していました。永禮さ

んから餌の説明を受け、配合飼料だけでなく、ビールをしぼった粕を混ぜたり、飼料

用に栽培した稲を与えるなど色々と工夫されていることを伺いました。田の中にころ

がっているビニールで覆われた丸い物体が牛の餌ということは知っていましたが、近

くで見ると以外に大きいのにびっくりしました。牛の糞も堆肥として活用されていて、

最後まで管理するのはなかなか大変だろうと、酪農家の日頃の苦労を思いました。  

 昼は牧場のすぐそばにある「ラント・レーベン」で、美味しい黒豚の豚肉料理を頂

き、地産地消を体感して、次は「ジェラートＬＡＴＴＥ」へ。若いご夫妻が、美味し

いバラエティ－に富んだジェラートを製造販売されていて、牛乳の消費拡大に工夫さ

れていることがわかりました。 

 最後に、鏡野町にあるクーラーステーションへ行き、研修を受けました。こんな近

くに、このような施設があることを初めて知りました。県内のみならず広範囲から生

乳が集められていることにも驚きましたし、そのチェック体制の厳しさにも感心しま

した。 

 今回の「ふれあい牧場体験」を通じて、関係者が一体となって、美味しい牛乳を安

全に生産し、流通させるために厳重な取り組みをされていることを知り、ご苦労の一

端を見せて頂いたように思いました。ありがとうございました。 

昭和３０年代、あのまずい脱脂粉乳で、牛乳に対して良くない印象を持った人は、

結構いるのではないかと思いますが、今では、スーパーで多種多様な乳製品が並んで

います。成分無調整のいわゆる牛乳だけでなく、成分調整牛乳や加工乳、カルシウム

が多めのものや鉄分が強化された乳飲料など色々ありますし、ヨーグルトの類は本当

にバラエティに富んでいます。 

私は個人的には牛乳を加熱調理のいらないカルシウムとタンパク質の豊富な食品と

して、安心して摂取し続けたいと思っています。 
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